
受付No.  2026年度 アートによる地域振興助成（⼀般）

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜団体プロフィール＞

団体名 医療法⼈社団保順会

住所 〒355-0071 埼⽟県東松⼭市新郷29-3

団体区分 その他 スタッフ数 35 名
代表者⽒名（カナ） ツジ モリフミ

役職 理事⻑ 年代 70代
代表者⽒名 辻 守史

団体URL1 https://tsuji-hojun-clinic.com

団体URL2 https://note.com/crossplay/

＜申請者・実務担当者＞※団体所在地と同じ場合は「同上」*申請者には、助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の名前を記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） フジワラ ケンタ
役職

クロスプレイ東松⼭ 企画
者、コーディネーター

年代 40代前半
申請者⽒名 藤原 顕太

連絡先 e-mail f.kenta@bench-p.com 電話番号 090-9013-5563

住所

（書類の送付先）
〒355-0076 埼⽟県東松⼭市下唐⼦1574-1 デイサービス楽らく

＜プロジェクトリーダーの略歴＞※アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） タケダ ナツコ
役職/肩書

医療法⼈社団保順会 常
務理事/デイサービス楽らく
施設⻑

年代 40代後半
⽒名 武⽥ 奈都⼦

年（⻄暦） ⽉ 略歴（活動内容）

2000年3⽉ ラバンセンター ロンドンISPコース修了
2001年3⽉ ⽟川⼤学⽂学部芸術学科 芸術表現コース卒業
2001年4⽉ 〜2006年3⽉ パフォーマンスシアター⽔と油制作
2006年4⽉ 〜2009年3⽉ フリーランスの舞台制作者として公共劇場、舞台芸術祭の企画制作に携わる
2009年4⽉ 〜2012年3⽉ フェスティバル/トーキョー実⾏委員会事務局
2012年5⽉ 医療法⼈社団保順会 理事就任(2019年1⽉より常務理事)
2017年12⽉ 同法⼈内に⽂化事業「ひがしまつやま くらしの楽校」を⽴ち上げ。2018年2⽉にかけ3プログラムを実施
2021年3⽉ 社会福祉⼠取得
2022年4⽉ 同法⼈が運営する通所介護施設「デイサービス楽らく」施設⻑に就任
2022年6⽉ 移転新築した「デイサービス楽らく」開所。「クロスプレイ東松⼭」プロジェクト開始

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

2022年度, 2023年度, 2024年度, 2025年度    

＜外部協⼒者の状況＞

⽒名 年代 組織名 所在地（市町村まで） 協⼒内容（できるだけ具体的に）

武⽥知也 40代前半
⼀般社団法⼈ベン
チ 代表理事 埼⽟県川越市 プロジェクトの共同企画者

岡村幸宣 50代前半
原爆の図丸⽊美
術館 学芸員 埼⽟県東松⼭市

⽂化祭での連携、滞在アーティストへの助⾔相談、
共同事業の検討

鈴⽊和幸 50代前半 公益財団法⼈東松⼭
⽂化まちづくり公社 主任 埼⽟県東松⼭市

地域住⺠向けワークショップでの連携、⽂化祭等の
事業連携

⻑津結⼀郎 40代前半
九州⼤学芸術⼯学院 准教
授（2027年4⽉より東京藝
術⼤学に異動予定）

福岡県⽷島市 評価プログラムの伴⾛⽀援、監修

室⽥明美 70代 ⼦ども⽂化村 埼⽟県東松⼭市 地域住⺠向けワークショップでの連携



＜活動内容・事業計画について＞

表現⼿法 アーティスト・イン・レジデンス

活動テーマ 福祉

事業名 クロスプレイ東松⼭
2026年度の活動期間 2026/04/01 〜 2027/03/31

活動に従事するスタッフ数 5名

1. 団体の活動の概要

⾼齢者福祉施設を拠点としたケアとアートのプロジェクト。⼀般社団法⼈ベンチと共同実施。多様なアーティストが⾼齢者や認

知症当事者と共に⾏う芸術⽂化事業を展開する。福祉・医療・⽂化・教育等の地域の諸機関・住⺠と連携することで、関わる

⾼齢者のより良い⽀援につなげると同時に、⽼いや認知症の⽂化的な豊かさや、ケアによる⼈間らしさの再発⾒といった多様な

側⾯について、地域の様々な⼈々と共に考える場を創出する。

中⻑期的には、医療・福祉機関が⽂化活動を通じて地域共⽣のハブとなるモデルとし、同取り組みを他地域にも波及していくこ

とで、⾼齢になっても⼀⼈ひとりの尊厳と意思が尊重される、⽂化的な地域社会の実現を⽬指す。

2. これまでの活動の沿⾰

申請事業の活動年数 2〜4年

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2022年6⽉ 移転新築した「デイサービス楽らく」開所。アソシエイト・アーティストが滞在開始し、プロジェクト始

2022年10⽉ 第⼀期公募アーティストとして3名が活動開始（応募者13名）

2023年1⽉ ⽩神ももこの舞台「どこ吹く⾵のあなた、ここに吹く⾵のまにまに」を楽らく、東松⼭市⺠⽂化センターで上演

2023年2⽉ 吉⽥尚平・和古による写真展「Love letter to...」を楽らく、コメヤギャラリーで開催

2023年9⽉ 第⼆期公募アーティストとして6名が活動開始（応募者20名）

2024年1⽉ アサダワタルによる⾳楽プロジェクト「また明⽇も 歌ったような」が⽇本⾳楽健康協会「⾳健アワード」 ⼊賞

2024年5⽉ 報告書「クロスプレイ東松⼭2022 / 2023 ケアとアートが交差する場で起きていること」公開

2024年11⽉ 第三期公募アーティストとして3名が活動開始（応募者14名）

2025年3⽉ ハイドロブラスト「ケアと演技」デイサービス楽らく公演

2025年8⽉ 原爆の図丸⽊美術館との連携事業「やまんば、かい。」を同美術館で上演

3. 活動エリアについて

活動エリア 埼⽟県 東松⼭市、⽐企郡

活動エリアの特⾊
（歴史、⽂化、地域

性、魅⼒など）

埼⽟県中央部、都⼼から1時間前後の⽴地。ベッドタウンの都市部と⾼齢化が進む郊外を抱える。事業
の拠点となるデイサービス楽らくがある東松⼭市唐⼦地区周辺は、戦時中は⼟地接収により陸軍⾶⾏場
が整備されたが、使⽤されず終戦を迎え、その後空いた⼟地には⼊植が⾏われた。さらに関越⾃動⾞道
東松⼭インター建設に伴い⼯業団地として開発されるなど、⽬まぐるしく⼟地の所有者が移り変わった場
所である。⽬⽴った観光地はないが、近隣には、原爆の図丸⽊美術館、comeya gallery、⼦ども⽂化村
など⺠間主体で独⾃の⽂化活動を⾏う⼈や団体が多い。⾸都圏等から⼀定の距離がある、外縁部なら
ではの環境とも⾔えるだろう。

活動エリアの課題
（まず初めに、活動エリ

アにおける課題を簡潔に

ご記載ください。続けて、

その課題の背景や詳細

について、できるだけ具体

的にご記⼊ください。）

唐⼦地域は市の郊外に位置しており、⾼齢化が進んでいる。バスは本数が少なく休⽇運休のため、交通
インフラは⼗分とは⾔えない。そのため、⾼齢者の外出機会が限られ、不便を感じる声が多く聞かれる。年
齢を重ねるにつれて、地域内で近所の⼈と交流する機会が減ったと感じる⼈も多く、交流の場の創出が求
められている。また、住⺠の⼊れ替わりが進む地域であり、昔からの住⺠と新たに移り住んだ⼈との間にコ
ミュニティの隔たりが存在している。加えて、地域内には個⼈商店等が⾮常に少なく、異なるコミュニティや
世代間の交流が⽣まれる場が不⾜している。⼯業団地があることで海外ルーツの移住者も存在するが、地
域内での交流機会は乏しい。

貴団体の地域に
対するミッション

（活動の⽬的）

住まう地域において、⽣涯にわたり健康で⽂化的な⽣活を送ることは、⽣きていく上で⽋かせないことであ

り、⼈間の持つ普遍的な権利である。保順会では「Cure×Care×Culture」という法⼈のコンセプトをもと

に、医療・福祉をサービスとしてのみでなく、⽂化としても捉えており、地域に住む⼈々が、年齢や障害にか

かわらず⽂化的に暮らすことができる地域づくりへの貢献をミッションとしている。またデイサービス楽らくでは

「楽に、楽しく、その⼈らしく」というスローガンに基づき、個別性を尊重した対⼈⽀援を⾏うことで、想像⼒

のあふれるケアの場を⽣み出すことを⽬指している。



4. アートプロジェクトならではの新しい表現への挑戦や、新しい発想にもとづく社会課題解決への試みなど、アピールポイントを
 お書きください。

クロスプレイ東松⼭ならではの表現への挑戦として、福祉の現場にアーティストが滞在し、⾼齢者の⽣き様やケアのあり⽅に触れる

中で、⾃らの表現が揺さぶられ、更新されていく実践を⾏っている。そこから⽣まれる作品は、ケアの概念や社会のあり⽅に問いを

投げかける⼒を持ち、新たな表現の⼟壌を育んでいる。

同時にこのプロジェクトは、福祉の現場がアートを受け⼊れ、その視点を取り⼊れて現場を変えていく取り組みでもある。アートと福

祉は「⽣活」という同根の要素を持つ⼀⽅で、アートは時に「サービスとしての福祉」に揺さぶりをかける存在でもある。両者の関係

を⾒据えつつ、福祉が⽂化・芸術の視点を通じて「⼈の幸福の追求」という本質を取り戻すための⽅法を模索することは、社会

課題の解決に向けた重要な挑戦である。

さらに、地域の⼈々との連携を通して、施設という枠を超え、ケアとアートから地域の暮らしを捉え直す実践でもある。

＜今年度の活動について＞

5. 2026年度の活動の具体的な⽅法（前記のミッションを実現するための表現⽅法や参加アーティストなど）

①アーティスト滞在（継続）
アーティストが利⽤者や職員との交流を通じて作品制作等の活動を⾏う。また⽂化施設と連携し、地域住⺠向けのワークショップを⾏う。
アーティスト：浅野友理⼦（美術）他公募1名
連携先：東松⼭市⺠⽂化センター、⼦ども⽂化村
②クロスプレイ倶楽部（新規）
⾼齢者が⾃由に参加できる少⼈数型のアートクラブ活動を定期的に開催。福祉領域のレクリエーション⼿法とアーティストが持つ創造性を接続する。
アーティスト：⼆藤健⼈（美術）、岩渕貞太（ダンス） 他
③地域の⼈々と共同する⽂化祭（新規）
アーティストの作品発表、収穫祭、くらしの談話サロン、販売を実施。ケアと⽂化による成熟した地域について地域関係者、来場者と共に楽しみながら
考える。
参加：浅野友理⼦、⽩神ももこ、comeya gallery、原爆の図丸⽊美術館、もれあ保育園、唐⼦⼩学校、まちこうばgroovin、保順会 他
④過去のアーティスト⽀援
作品発表時の⽀援を⾏う。
⑤評価を通じた事業価値の発⾒
過去に制作した、事業における関係性の図を更新。またソーシャルワークの知⾒に基づく事業の意義について意⾒交換を⾏う。
監修・参加：⻑津結⼀郎、新井浩道

6. 2026年度の実⾏計画（⽬標を実現するために、いつ・どこで・何を実現するのか）

年  ⽉ 活動内容

2026年4⽉ アソシエイトアーティスト滞在開始（浅野友理⼦）

2026年4⽉ ⽂化祭 準備会設⽴

2026年5⽉ 評価計画を策定

2026年5⽉ アソシエイトアーティストのアウトプット（浅野友理⼦）

2026年5⽉ アソシエイトアーティストによる地域でのワークショップ実施

2026年6⽉ アーティストの公募開始

2026年7⽉ クロスプレイ倶楽部 開始 以降、毎⽉2回の頻度で実施

2026年9⽉ 公募アーティストの採否（1名）

2026年11⽉ ⽂化祭 開催

2026年12⽉ 関係者への評価インタビューの実施

2027年1⽉ アーティストの滞在（公募）

2027年1⽉ 公募アーティストによるワークショップの実施

2027年2⽉ 意⾒交換会の実施

2027年3⽉ 評価報告書の完成



7. 2026年度のプロジェクト評価の観点や指標をどのように設定しますか。
  定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）をお書きください。

これまでの実践でクロスプレイ東松⼭にはプロジェクトの価値・⽅向性が複数あることが明確化したため、これらを総合的に評価す
る必要がある。評価を実施するに当たっては、各⽅向性を別々のものとして捉えるだけれではなく、相互の関係（協調・対⽴構
造）に関しても加味する必要がある。また評価の実施にあたっては他の団体とも連携し、相互のピアレビュー評価なども⼀部取り
⼊れていきたい。
①福祉施設におけるケアの向上
定性評価：利⽤者の満⾜度、施設利⽤者の社会参加の場が作られることによる⾃⼰肯定感の向上、職員のケアに対する意
識の変化、他の職員・利⽤者との関係への影響
定量評価：アーティストと交流した⾼齢者 60名以上、表現活動に共同参加した⾼齢者、職員30名以上
②アーティスト／作品と社会変化
定性評価：アーティストが滞在で受けた変化（価値観・ステップアップになったと感じられた点等）、作品の社会的評価
定量評価：クロスプレイ東松⼭を機に作られた作品の鑑賞者数：200名以上
③地域づくり
定性評価：地域にケア×アートの取り組みがあることによる、住⺠の意識変化
定量評価：活動に参加した地域住⺠100名以上

8. 2026年度の翌年以降の、地域に持続的に関わる中期計画と将来ビジョンをお書きください。
※⼀般申請者は、その計画・ビジョンの展開がこれまでの活動の積み重なりにどのように紐づいているかと、その展開に事業や運営体制を
 どのように反映していくかについてもお書きください。

①ケアと⽂化の交流拠点づくり
多様な⼈・世代の相互理解を促す事業を展開し、対話と交流を育む地域共⽣の場をつくる。
・「クロスプレイ倶楽部（仮称）」を地域住⺠も参加できる形に拡充し、対話・交流の拠点とする。（27年〜）
・同部の参加者が主体となった発表の場を創出。（28年〜）
・楽らくの休業⽇を活⽤し、⽂化活動・地域交流を中⼼とした開所⽇を設計。移動⽀援を含め、⾼齢者をはじめ地域住⺠が参加
できる仕組みを整える。（29年〜）
②事業の地域展開
ケアとアートを軸に多様な団体と連携し、地域内外で事業を展開する。
・原爆の図丸⽊美術館の地域魅⼒発信事業に参画し、東松⼭地域でのアーティスト滞在事業を推進。（27年〜）
・県内の福祉・⽂化団体と協働し、「クロスプレイ埼⽟（仮称）」を⽴ち上げる。（27年〜）
連携予定：NPO法⼈のらんど、社会福祉法⼈みぬま福祉会
・⼦ども⽂化村、市⺠⽂化センター、comeya gallery等と連携し、アーティストが関わる交流の場づくりを⾏う。（28年度〜）
③ケア×アートの価値の提案
アーティストの関わりは芸術療法にとどまらず、福祉現場の枠組みに新たな問いをもたらす。本⼈の語りに寄り添う「ナラティブ・アプロー
チ」を応⽤し、福祉に⽣かせる新しいモデルを検討する。
・アーティスト滞在による創造的価値と影響を研究領域と連携して検証。（27年〜）
連携先：⽯井礼花（東京医科⼤学）、川久保ジョイ
・ケア現場のコーディネーターによる研究会を発⾜し、調査・意⾒交換を通じて持続可能な事業のあり⽅や社会的処⽅の実践を提⾔
する。（27年〜）
連携先：唐川恵美⼦（ほっちのロッヂ）、荒川真由⼦（⼤内病院）

9. 2026年度以降、複数年の助成を希望していますか？

いいえ



＜活動の様⼦＞

「ケアと演技」デイサービス楽らく職
員向け上演。終演後に対話型鑑
賞を実施し、職員がケアへの考えを
深めた

公募アーティストとほ⽒の滞在中、
活動に興味を持たれた利⽤者が、
⼀緒に創作をしながら語らう様⼦

菅原直樹⽒による⼩学校での演
劇ワークショップ。演劇づくりを通じ
て認知症を学びながら⾼齢者と交
流する



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 3000千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

謝⾦・委託費・⼈件費 アーティスト滞在 アーティスト謝⾦・⽇当 636千円 浅野友理⼦、公募アーティスト

謝⾦・委託費・⼈件費 アーティスト滞在 コーディネーター⼈件費 658千円 岩中可南⼦、岡崎彩⾳

謝⾦・委託費・⼈件費 クロスプレイ俱楽部 アーティスト謝⾦ 384千円 ⼆藤建⼈、岩渕貞太

謝⾦・委託費・⼈件費 クロスプレイ俱楽部 コーディネーター謝⾦ 288千円 岩中可南⼦、岡崎彩⾳

謝⾦・委託費・⼈件費 ⽂化祭 作品制作費 200千円 ⽩神ももこ、浅野友理⼦

謝⾦・委託費・⼈件費 評価⼈件費 150千円 ⻑津結⼀郎、実働スタッフ1名

謝⾦・委託費・⼈件費 意⾒交換会謝⾦ 20千円 新井浩道

旅費交通費 アーティスト滞在 アーティスト、コーディネーター交通費 171千円

旅費交通費 クロスプレイ俱楽部 アーティスト、コーディネーター交通
費 42千円

通信運搬費 送料 25千円

消耗品費 作品制作材料費 210千円

消耗品費 事務消耗品費 31千円

広報宣伝費 写真撮影費 50千円

広報宣伝費 映像記録費 80千円

広報宣伝費 チラシ制作費 55千円 デザイン・印刷

合計 3000千円

事業全体の収⽀内訳

＜収⼊＞ ＜⽀出＞

項⽬ 内容 ⾦額 備考（詳細） 項⽬ 内容 ⾦額 備考（内容）

助成⾦ 福武財団 3000千円 助成⾦ 福武財団 3000千円

助成⾦ 埼⽟県⽂化振興基⾦ 300千円 社会とつながる⽂化芸
術活動助成（予定）

謝⾦・委託費・⼈
件費

⽂化祭 企画・運営⼈件
費 550千円

⾃⼰資⾦ 医療法⼈社団保順会 1570千円 謝⾦・委託費・⼈
件費

プロジェクト企画制作費 720千円 ⼀般社団法
⼈ベンチ

広報宣伝費 ⽂化祭 広報費 100千円

会場費・借料 ⽂化祭 会場設営費 500千円

合計 4870千円 合計 4870千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞ ＜個⼈情報の取り扱いについて＞
以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの

・事務所の家賃、⽔道光熱費など

・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの

・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊

・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出

・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦

・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬

・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合

・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役
職、住所・連絡先、 電⼦メールアドレス、事業協⼒者、プロジェクトメンバーの⽒
名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として
厳正に管理し、下記の⽬的に限り利⽤します。

１）申請に対する選考及び選考結果の通知

２）助成決定後の諸⼿続きの連絡

３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、

  所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）

４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡

  業務など）

５）当財団主催事業の案内


